
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　2006620007AA/20090403

( 科目コード：2006620007AA)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】日本文化論
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

大島 由紀夫

【授業目標・教育方針】
　異質な文化を担う人々と交流し、国際化した社会の中で活躍するためには、自国の文化に関する教養を身につけて
おくことが要求される。この授業の目標は、日本神話の多角的分析を通して、自己の拠って立つ日本文化の特質につ
いて理解を深めることにある。

【授業概要】
　「神話とは何か」という問いから始発し、日本神話の多角的分析を通して、日本神話が内包する意味を読み解き、神
話が文化の基部を形成・規定していることを理解する。
　前半の授業では神話研究の史的展開や分析手法について概説し、後半の授業では日本神話を具体的に分析する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書 : 適宜プリントを配布する。
参考書 : 大林太良他編『日本神話事典』大和書房 (1997 年 )
吉田敦彦著『縄文土偶の神話学』名著刊行会 (1986 年 )
エーリッヒ・ノイマン著『意識の起源史　上・下』紀伊国屋書店 (1984 年・1985 年 )
河合隼雄著『神話と日本人の心』岩波書店 (2003 年 )
大島建彦著『道祖神と地蔵』三弥井書店 (1992 年 )
※その他は授業時に紹介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
主として講義形式をとる。
視聴覚機器は使用しない。

【メッセージ】
授業時に指示した文献・資料については、次回までに通読しておくことを求めます。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：50%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
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【授業計画】（授業名：日本文化論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 神話とは何か 「神話」という語に含まれる多様な意味と、学術用語
としての「神話」の定義について理解する。

第 2 回 日本における神話の享受 中世神道・近世国学を経て昭和 20 年に至るまで、日
本において「神話」がどのように享受されてきたかを
理解する。

第 3 回 近代西欧における神話研究 植民地支配を通して触れた「未開民族」の神話・文化
に関する近代西欧人よる研究の問題点を批判的に理解
する。

第 4 回 構造人類学の分析理論と方法 構造人類学の立場から神話を分析したＣ . レヴィスト
ロースやＧ . ディメジルの理論・方法について、その
有効性と限界性について考察する。

第 5 回 心理学からのアプローチ ユング派のＥ . ノイマンによる神話分析の理論と方法
を理解し、その有効性と限界性について考察する。

第 6 回 国土創成 イザナキ・イザナミによる国土創成の神話を分析し、
近年まで各地に伝わっていた「床入り問答」習俗の基
底に国土創成神話が存することを確認する。

第 7 回 太陽を司る女神 天の岩屋戸神話の分析を通して、アマテラスの特性を
理解する。

第 8 回 穀物の起源 インドネシア・セラム島のハイヌウェレ神話と比較し
つつ、スサノヲによるオホゲツヒメ殺害を語る穀物起
源神話について分析する。

第 9 回 死と再生 神話にみられる「死と再生」のモティーフが、今日に
伝わるさまざまな民俗的慣習にも認められることを確
認する。

第 10 回 縄文土偶の神話学的解釈 縄文時代の遺跡から出土した「土偶」の機能につい
て、神話研究の視座から考察する。

第 11 回 出雲と鉄の文化 ペルセウス・アンドロメダ型に属する「スサノヲによ
るヤマタノオロチ退治」の神話を分析し、この神話の
大和朝廷にとっての意義について考察する。

レポート

第 12 回 ヤマトタケルの東征 ヤマトタケル東征神話の意味を分析すると共に、群馬
県内に伝承されるヤマトタケル伝説の文化史的意義に
ついて考察する。

第 13 回 神の巡幸 神の巡幸・神の漂泊をモティーフとする神話を分析
し、このモティーフを内包する民俗行事の機能を理解
する。

第 14 回 総括的討論 日本神話の分析を通して得られた成果や残された疑問
点等を発表・議論し、授業内容を総括する。

第 15 回 定期試験
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